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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主通信路（３０）を介して正規の受信装置（２０）へと送信されるデータ信号を暗号化
する物理レイヤ暗号化装置（４０）を有する送信装置（１０）であって，
　前記送信装置（１０）は，
　　入力メッセージをデジタル情報からなる符号語に変換する符号器（１１）と，
　　変調信号に基づいて光源から出力された光信号を変調し，前記受信装置（２０）へと
送信するデータ信号を生成する変調器（１２）とを有し，
　前記物理レイヤ暗号化装置（４０）は，
　　前記符号器（１１）と前記変調器（１２）の間に設けられた符号変換器（４３）を含
み，
　　前記符号変換器（４３）は，前記符号器（１１）によって生成された前記符号語をさ
らに変換して入力符号語を生成し，当該入力符号語を前記変調信号として前記変調器（１
２）に入力する
　送信装置。
【請求項２】
　前記符号変換器（４３）は，所定の確率で前記符号語の各ビットをランダムに反転させ
前記入力符号語を生成する
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　前記物理レイヤ暗号化装置（４０）は，前記主通信路（３０）の通信路特性を推定する
ための通信路特性推定機（４１）をさらに含み，
　前記符号変換器（４３）は，前記通信路特性推定機（４１）が推定した前記主通信路（
３０）の通信路特性に応じた所定の確率で前記符号語の各ビットをランダムに反転させ，
前記入力符号語を生成する
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記物理レイヤ暗号化装置（４０）は，前記通信路特性推定機（４１）が推定した前記
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主通信路（３０）の通信路特性に基づいて，前記送信装置（１０）から送信されるデータ
信号の電力レベルを調整する信号電力調整器（４２）と，をさらに含む
　請求項３に記載の送信装置。
【請求項５】
　送信装置（１０）から主通信路（３０）を介して正規の受信装置（２０）へと送信され
るデータ信号を暗号化する物理レイヤ暗号化方法であって，
　前記送信装置（１０）は，符号器（１１）と，変調器（１２）と，これらの間に配置さ
れた符号変換器（４３）とを有し，
　物理レイヤ暗号化方法は，
　前記符号器（１１）により，入力メッセージをデジタル情報からなる符号語に変換する
工程と，
　前記符号変換器（４３）により，前記符号語をさらに変換して入力符号語を生成し，当
該入力符号語を変調信号として前記変調器（１２）に入力する工程と，
　前記変調器（１２）により，前記変調信号に基づいて光源から出力された光信号を変調
し，前記受信装置（２０）へと送信するデータ信号を生成する工程と，を含む
　物理レイヤ暗号化方法。
【請求項６】
　前記物理レイヤ暗号方法は，盗聴装置（５０）に漏れる情報量を最小限に抑え，かつ前
記正規の受信装置（２０）への通信路容量を最大化した前記主通信路（３０）の容量であ
る秘匿容量を適正化するための秘匿容量適正化工程を有し，
　前記秘匿容適正化工程は，
　　前記主通信路（３０）の通信路特性を推定するための通信路特性推定工程と，
　　前記通信路特性推定工程において推定した前記主通信路（３０）の通信路特性に基づ
いて，前記送信装置（１０）から送信されるデータ信号の電力レベルを調整する信号電力
調整工程と，
　　前記通信路特性推定工程において推定した前記主通信路（３０）の通信路特性に応じ
た所定の確率で前記符号語の各ビットをランダムに反転させ，前記入力符号語を生成する
工程と，を含む
　請求項５に記載の物理レイヤ暗号化方法。
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